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4.3.3  標高差分図分析 

サンドリサイクルを実施した前後の測量成果をもとに，測線間の土砂変化量を算定し，サンドリサイクルによる投入土砂と海底の土砂変化量の変動について，比較分析を行った． 
分析の結果，明らかとなった事項を以下に示す． 
 

 

【分析結果】 

長期的分析（夏季後） 長期的分析（冬季後） 

平成 24 年 3 月～平成 24 年 9 月 平成 24 年 3 月～平成 25 年 3 月 

  

・ 沖方向 600m 付近は 1.0m 程度の堆積傾向 ・ 全体的に侵食傾向となっている． 

平成 24 年 3 月～平成 25 年 9 月 平成 24 年 3 月～平成 26 年 3 月 

  
・ 沖方向 600m 付近にバーの形成が確認できる（2.0m 程度の堆積）．  

 

・ 沖方向 600m 付近にバーの形成が確認できる（3.0m 程度の堆積）．  

・ 沖方向 400m 付近は侵食傾向（3.0m 程度） 

図 4.3.11 標高差分図 
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長期的分析（夏季後） 長期的分析（冬季後） 

平成 24 年 3 月～平成 26 年 9 月 平成 24 年 3 月～平成 27 年 3 月 

  

・ 沖方向 600m 付近にバーの形成が確認できる（2.0m 程度の堆積）．  
・ 沖方向 400m 付近は侵食傾向（3.0m 程度） 

 

・ 沖方向 600m 付近にバーの形成が確認できる．  
・ 沖方向 400m 付近は侵食傾向（3.0m 程度） 

平成 24 年 3 月～平成 27 年 9 月 平成 24 年 3 月～平成 28 年 2 月 

  

・ 沖方向 600m 付近にバーの形成が確認できる（2.0m 程度の堆積）．  
・ 沖方向 400m 付近は侵食傾向（3.0m 程度） 

・ 沖方向 600m 付近にバーの形成が確認できる（2.0m 程度の堆積）．  
・ 沖方向 400m 付近は侵食傾向（3.0m 程度） 

図 4.3.12 標高差分図 
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短期的分析 短期的分析（夏→冬） 

平成 24 年 7 月～平成 24 年 9 月 平成 24 年 9 月～平成 25 年 3 月 

  

・ 3.4k から 4.4k 付近の汀線付近が堆積傾向となっており，海浜が回復していることが確認でき

る． 
 

・ 全般に T.P.-1.0m のコンターが汀線近くに移動しており，汀線付近で侵食を受けていることが

読み取れる．また，1k800 から 2k400 付近と東半部においてバーから汀線付近にかけて水深

がやや大きくなっている． 
 

短期的分析（冬→夏） 短期的分析（夏→冬） 

平成 25 年 3 月～平成 25 年 9 月 平成 25 年 9 月～平成 26 年 3 月 

  

・ 沖方向 600m 付近にバーの形成が確認できる．  
 

・ 平成 25 年 9 月時点と同様，沖方向 600m 付近にバーの形成が確認できる．  
 

図 4.3.13 標高差分図 
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短期的分析（冬→夏） 短期的分析（夏→冬） 

平成 26 年 3 月～平成 26 年 9 月 平成 26 年 9 月～平成 27 年 3 月 

  

・ 沖方向 400m～500m 付近は侵食傾向となっていた． ・ 2.0k，4.0k，5.0k，6.0k では，バー陸側の地形が過去の断面と比較して低下傾向であり，今後，

注視が必要である．一方で 1.0k，7.0k では，前年の断面と比較すると堆積傾向であった．  
 

平成 27 年 2 月～平成 27 年 9 月 平成 27 年 9 月～平成 28 年 2 月 

  

・ 全体としてやや侵食傾向である。 

・ 沖方向 400m 付近は堆積傾向となっていた．特に 4.0k 付近で 3ｍ程度の堆積と顕著である．  

・ 侵食、堆積が交互に現れる傾向は、例年と同様である． 

・ 岸寄りのごく近い箇所で侵食が生じており、今後の推移の注視が必要である。 

図 4.3.14 標高差分図 
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※参考までに，標高差分図の作成時に使用した等深線データを以下に示す． 

平成 24 年 9 月 9 日測量 平成 25 年 2 月 27 日測量 

  
平成 25 年 9 月 9 日測量 平成 26 年 2 月 2 日測量 

  

平成 26年 9 月 18日測量 平成 27 年 2月 11日測量 

  
平成 27年 9 月測量 平成 28 年 2月測量 

  
図 4.3.15 等深線図  
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4.3.4  浜幅分析 
(1)  概要 

当浜幅分析は，前述の分析が『ある年度の汀線を基準とした相対的な評価』に対し、『浜幅の絶対量を 
示しその変動を評価』するものである。本分析では、浜幅の目安を、『防護』『利用』から設定をしており、 

防護面については打上げ高計算より２５m、利用面については海水浴利用の観点から４０ｍに浜幅を設定 
し、評価を行っている。 
 

(2)  千代川右岸漂砂系における浜幅の検討 
・比較的整備から期間が経っていない６号人工リーフ背面、および未整備である８号人工リーフ背面につ

いては、防護基準を満たしていないことから、注視していく必要がある。 
・また、上記箇所においては夏に海水浴場として使用される箇所であるため、利用面の浜幅確保（４０ｍ）

が望まれる。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
図 4.3.16 現況の砂浜幅（鳥取砂丘前面）
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4.4  問題点および今後の方針 
・ 短期的に大きな変化は見られないが、人工リーフ未整備区間、鳥取砂丘東側区間において、

侵食傾向がみられるため、サンドリサイクル等による養浜を継続的に実施していく。 

・ また上記への直接的な解決策として、人工リーフの早期整備を進めて行く。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.5  測線毎の汀線経年変化（参考資料） 

 
図 4.5.1 測量基点の位置（千代川右岸漂砂系） 

 

 

 

 

 

 

表 4.4.1 千代川右岸漂砂系における汀線変化 
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